
まぶたの加齢
講師　村上　正洋　形成外科部長

マイバスケット

交通のご案内
JR 南武線、横須賀線　武蔵小杉駅 北口
東急東横線・目黒線 武蔵小杉駅  北口
より徒歩 3 分

お問い合わせ
日本医科大学武蔵小杉病院
〒211-8533  川崎市中原区小杉町1-396
TEL　044-733-5181(代表）
 担当　庶務課︓亀田、村井
       （日・祝除く9:00～17:00）
http://kosugi-h.nms.ac.jp

入場無料
お申込不要公開講座のご案内

日本医科大学 武蔵小杉病院　

次回開催　1 月 21 日（土）14:00 ～　

むらかみ　　　まさひろ

　　　　　　　講師︓水谷　聡　消化器病センター「膵臓がん　診断・治療・疫学」

　

日本医科大学武蔵小杉病院 南館２階 講堂

先着100名（お申込みは不要です）　入場無料
（２階へは階段のみとなります。ご了承下さい。）

2016年12月3日(土) 14:０0～15:00（開場13:30）日 時

会 場

定 員
日本医科大学 武蔵小杉病院、一般社団法人老人病研究会共 催

日本医科大学武蔵小杉病院では、 地域の皆様や患者さんとご家族の健康と安心をサポートするため、

病気や医療について学ぶ公開講座を開催しております。 多くの皆様の参加をお待ちしております。

～若いころのように開けられますか～

日本医科大学 武蔵小杉病院
南館２階　講堂

加齢で生じる眼瞼疾患には、 眼瞼が挙がらず目が細くなる眼瞼下垂症と、 余剰皮
膚が瞳孔まで垂れ下がる皮膚弛緩症とがあります。 ともに上方が見にくいため、 眉毛
を挙げて物を見るようになり、 それが頭痛や肩こりの原因になると言われています。 両
者とも加齢現象ですので誰にでも生じますが、 日常生活の支障になれば健康保険が
適応されます。 治療法の基本は手術ですが、 大きな負担になるものではありません。
今回は、 若いころのように目を開けるにはどうすればよいかをお話します。


